
解析学 II　　前回の解答例　 2019.10.11分

関数 z = (2x2 − 4xy + y3)3としたとき、次を求めよ

　 1) 偏導関数 zx, zyと全微分 dzを求めよ。
　　《偏微分》

zx = 3(2x2 − 4xy + y3)2 × (4x− 4y) = 3(4x− 4y)(2x2 − 4xy + y3)2

zy = 3(2x2 − 4xy + y3)2 × (−4x+ 3y2) = 3(−4x+ 3y2)(2x2 − 4xy + y3)2

　　《全微分》偏微分の結果を使って

　　　　　 dz = {3(4x− 4y)(2x2 − 4xy + y3)2}dx+ {3(−4x+ 3y2)(2x2 − 4xy + y3)2}dy

　 2) 点 (1, 0, f(1, 0))における接平面を求めよ。

　　偏微分の結果を用いて x方向と y方向の傾きを求めると

　　　 x方向：3× (4)× (2)2 = 48

　　　 y方向：3× (−4)× (2)2 = −48

　　さらに接平面の接点の z座標は

　　　 (2)3 = 8

　　である。よって接平面の方程式 z = 48x− 48 + c は

　　　 8 = 48× 1− 48× 0 + c ⇒ c = 8− 48 = −40

　　より　 z = 48x− 48y − 40 である。

　 3) 第 2次偏導関数 zxx, zxy, zyyの内、1つ求めよ。

　　　偏導関数を

zx = 3(4x− 4y)× (2x2 − 4xy + y3)2

zy = 3(−4x+ 3y2)× (2x2 − 4xy + y3)2

　　と考えて、積の微分と合成関数の微分を適用して

zxx = 3× (4)× (2x2 − 4xy + y3)2 + 3(4x− 4y)× 2(2x2 − 4xy + y3)× (4x− 4y)

= 12(2x2 − 4xy + y3)2 + 6(4x− 4y)2(2x2 − 4xy + y3)

zxy = 3× (−4)× (2x2 − 4xy + y3)2 + 3(4x− 4y)× 2(2x2 − 4xy + y3)× (−4x+ 3y2)

= −12(2x2 − 4xy + y3)2 + 6(4x− 4y)(−4x+ 3y2)(2x2 − 4xy + y3)

zyy = 3× (6y)× (2x2 − 4xy + y3)2 + 3(−4x+ 3y2)× 2(2x2 − 4xy + y3)× (−4x+ 3y2)

= 18y(2x2 − 4xy + y3)2 + 6(−4x+ 3y2)2(2x2 − 4xy + y3)
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・２変数関数のテイラーの定理

　　関数 f(x, y) = e2x sin yを 3次の項までマクローリン展開せよ。（例題 6.9を参照にすること）

　また、その結果に x = −0.1, y = −0.1を代入して e−0.2 sin 0.1 = −0.08173668839360 · · ·
　と比較せよ。
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